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　学 　校 　便 　り　 第４号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　甲斐市立敷島小学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年７月４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 文責　新海宏子 

　 梅雨の合間の強い日差しにプールの水温も上がり出しました。水しぶきと子どもたちの歓声が響いています。グランドにもこの暑さに負けないたくましい子どもたちがいます。午前中の長休みは一目散にグランドにとび出し汗だくで体を動かす子どもたちで活気に溢れています。敷島小学校のグランドは水はけが極めて良いため、かなりの雨が降ってもすぐに水が引き駆け回ることが出来る恵まれた環境にあります。なかには、少々の雨をものともせずに長休みをグランドで過ごすたくましい児童もあり、職員をやきもきさせることもあります。何はともあれ外遊びをいやがらず、仲間と関わりながら体を動かせる子どもたちは頼もしい限りです。
　 　地区別懇談会への参加ありがとうございました。 

各地区で様々な意見が出ました。どこの地区でももっぱらの関心事は子どもの安全確保についてでした。早速に実行できる内容、保護者や地域で知恵を出し合わなければならない内容、行政に声を届けていくべき内容等、話し合われたことが子どものより良い環境作りや安全安心につながるような形や活動になっていくように頑張りましょう。 

　 

　　このままでは子どもが危ない！子どもの生活リズムが乱れている！ 

　「早寝、早起き、朝ご飯」協議会が発足。大人が暮らし方働き方を真剣に考える時！ 

こんな見出しが、教育新聞の１面に載りました。とうとう、文部科学省もこの現象を放っておくことが出来なくなりました。このままでは子どもの体、心がむしばまれていくことへの危機感から始まりました。ある調査では、１，３歳児で１０時以降に寝る割合は４０％に達しているとのことです。これはゆゆしき事態です。しかも保護者がこの現実を問題にしていないのが更に問題である・・と。地球の１日は２４時間ですが、人間の体内時計は２５時間。放っておくとこのリズムはどんどん後ろにずれて体調を崩し様々なところへ悪影響が出てくるそうです。これをリセットするのが『朝の光』。光を浴びて、朝ご飯を口にする。しっかり咀嚼し体を目覚めさせる。簡便な飲み物やあまり噛まなくて良い食物は感心しません。ただ、栄養を摂ればよいのではないのですね。夜更かしをして遅く起き、朝食も食べずにぼんやりした状態で学校へ行き、時差ぼけの状態で学習が始まる。当然気力・体力がしっかり機能しないまま授業を受けることになります。時には体育の授業も午前中にはあります。しなくても良いけがや突然の体調不良を訴えることもあります。感情のコントロールもできずに些細なことで切れる子どもが多いことも指摘されています。今のところ元気だから心配ないと思っているかも知れませんが、これは子どもにとって自然な育ちではありません。”つけ”は必ず後に回ってくると考えましょう。 

生活が便利になり、２４時間眠らない社会が当たり前になってきています。大人の都合や価　値観に合わせられている子どもは不幸です。自分で生活をコントロールできない幼少期の子どもにはしっかり向き合い教え込み、習慣にしていかなければなりません。 

　生活の優先順位はまず子どもの健全な育ちから。をお願いします。
